
切符計算 ルール 

 

【基本ルール】 

・準備   特になし。 

・スタート ４つの数字の前後に計算記号・カッコを書き入れて、一つの式

にする。 

・ゴール  計算した答えが１０になったら終了。 

 

【Ａ．たし算・ひき算で】（１・２年 ３年以上も可） 

① 数字の間に「＋」「―」のいずれかを書き入れて、一つの式にする。 

② 計算した答えが１０になったら終了。 

 

 例： 

 ５ ＋ ４ ― ２ ＋ ３ ＝ １０ 

  

 ７ ― ４ ＋ ５ ＋ ２ ＝ １０ 

 

 

【Ｂ．四則計算で】（３年以上） 

① 数字の前後に「＋」「―」「×」「÷」「（ ）かっこ」を書き入れて、一つ

の式にする。 

② Ａの②と同じ。 

 

 例： 

 （ ２ × ４ ― ３ ） × ２ ＝ １０ 

 

  ９ ÷ （ ４ ― １ ） ＋ １ ＝ １０ 

 

【応用】 

★問題を作って出し合ってみよう！ 

★答えが２０になる問題も作ってみよう！ 

 


